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【議事録】R8/４ 星ヶ丘⾃治区定例会  
                     2026 年 4 ⽉ 12 ⽇（⽇）9 時〜  

                         エバーグリーン星ヶ丘集会所  

【出⽋】 区⻑ 奥⼭（〇） 副区⻑ ⾼瀬（〇） 副区⻑ 秋吉（〇） 会計 伊藤（〇）  

     書記 森（〇） ⾃主防災会⻑ 荒井（〇） 環境 藤⽥（〇） スポーツ 平⼭（〇）広報 冨⽥（〇）   

  

１. 【確認】令和８年度新役員紹介  
1) ⾃治区  

区⻑：奥⼭⼀郎、副区⻑：⾼瀬進、副区⻑：秋吉孝朋、  

⾃主防災会⻑：荒井治、会計：伊藤康彦、環境：藤⽥幸雄、スポーツ：平⼭純也、広報：冨⽥美樹

雄  

2) エバグリーン星ヶ丘  

⾃治会会⻑：藤井健⼀、⾃治会副会⻑：神⾕寛⼤、書記：森郁⽣、会計：⻄垣康彦、維持管理：

⻑船弘直、星野博、環境：南⾕和宏、消防団：⼭本浩司  

【結果】  

 協⼒して進めていきます、⼀年間宜しくお願い致します 

２. 【報告】⾃治区とエバ⾃治会の合同定例会の進め⽅  
1) ⽬的  

役員は全員がエバグリーン星ヶ丘在住となるため、合同開催として効率化を図る  

2) 進め⽅  

前林区⻑会が原則第２⾦曜⽇に開催されるため、合同定例会は原則第２⽇曜⽇の９時開催とする。⾃

治区定例会を最初の３０分、エバ定例会を次の３０分とし、効率よく議事を進めるために区⻑、および、会

⻑は予め議題を提⽰する。  

⽇程に変更があった場合は速やかに連絡する。  

【結果】  

 合同定例会は原則第２⽇曜⽇の９時開催とし、1 時間を⽬途に開催します 
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３. 【相談】エバグリーン星ヶ丘⾃治会役員の⼿当について  
1) ⽬的  

「星ヶ丘⾃治区役員には⼿当があるのに、エバグリーン星ヶ丘⾃治会役員には⼿当がない」という事実に対し

て、その妥当性について当⾯の結論を出す  

2) 進め⽅  

エバグリーン星ヶ丘⾃治会において⽅向性を決める。結果は必要ならば、規約改定により制度化する。  

   【結果】  

⾃治会にて 引き続き議論していきます 

４.【相談】⾃主防災会の活動について  
（１）区⻑と⾃主防災会⻑の役割⽐較  

    区⻑は⾃治区の「最⾼責任者」として全体を統括し、⾃主防災会⻑は防災の「実務責任者」として現場を指揮

する。この⼆つの役割が⾞の両輪のように機能することで、災害時の混乱を防ぐことになる。  

    

項⽬  区⻑（⾏政・運営の⻑）  ⾃主防災会⻑（防災・現場の⻑）  

⽴場  対策本部⻑（最⾼責任者）  現場指揮官（実務責任者）  

責任範囲  ⾃治区全般（福祉・環境含む全て）  防災・減災活動に特化  

平時の職務  防災予算の承認、総会での⽅針決定、
⾏政連絡  

防災訓練の企画・実施、資機材点検、技術指導  

有事の職務  「意思決定」（避難・要請の決断）  実働部隊の指揮（各班への具体的な指⽰）  

対外窓⼝  豊⽥市役所、警察、他地区  消防署、消防団、近隣防災組織  
  

（２）災害時の連携  

  【基本スタンス】  

   ・区⻑は、現場には出向かず、本部に留まり情報の集約と決断に専念する。  

   ・⾃主防災会⻑は、現場（消⽕・誘導・救出など）を直接動かし、状況を区⻑へ報告する。  

  【役割分担の明確化の理由】＝ ⽬的の共有  

   ・災害が発⽣した場合、「誰の指⽰を聞けばいいか分からない」という混乱を防ぐため、区⻑ と⾃主防災会⻑の役

割を明確に⼆つに分けることとした。  

  【現場指揮官は「⾃主防災会⻑である」ことの宣⾔】  
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   ・発災時の現場のトップ（指揮官）は⾃主防災会⻑である。  

   ・区⻑は、市とのパイプを途切れさせないために、対策本部に張り付き、豊⽥市役所との連絡や、臨時避難所開

設などの「最終決断」に専念する。  

   ・⾃主防災会⻑は、現場で各班を動かし、救出や初期消⽕の指⽰を出す「現場指揮官」として     機能する。  

  【星ヶ丘⾃治区の「３つの優先事項」】  

１. 備蓄品の賞味期限確認と補充  

いざ現場部隊が動こうとした時に、機材が使えない、⾷料の賞味期限が切れているでは話にならないの

で、まずは⾜元の確認が必要。  

２. 安否確認ルールの設定  

現場指揮官である⾃主防災会⻑が「どこで、誰が、助けを必要としているか」を判断できる正確な情報が

必要なため、誰が・誰に・どうやって報告するのか、シンプルな安否確認ルールの設定が必要。  

３. 防災訓練・防災イベントの企画⽴案  

堅苦しい訓練だけでなく、住⺠のみなさんが参加しやすい防災イベントを通じて、住⺠のみなさんの意識が

少しずつ防災に向かうように動機づけを図りたい。  

 （３）星ヶ丘⾃治区の⾃主防災の基本的な進め⽅   

  ①星ヶ丘⾃治区の「⾝の丈」に沿った進め⽅  

    近隣⾃治区や豊⽥市の考え⽅の中には、星ヶ丘⾃治区よりも進んでいると思えることも多々  

あるかもしれませんが、星ヶ丘⾃治区の現状（⼈員、予算、経験など）を踏まえた上で、決して背伸びを

せずに、⼀歩ずつ着実に、星ヶ丘⾃治区の「⾝の丈」に沿った進め⽅をして  

⾏きたいと思います。  

   ②基本は信頼  

    区⻑と⾃主防災会⻑とは信頼をベースに進めたいと思います。区⻑は「市との連絡や最終責任は区⻑が全て背

負う」こととし、「現場の指揮は⾃主防災会⻑を信頼して託す」という、両輪がうまく機能することが重要だ

と考えます。  

  （４）今後の進め⽅  

    以上について、「誰が何をいつまでに進めるか」というスケジュール案の作成を⾃主防災会  

⻑さんを中⼼に進めてください  
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 【結果】  有事に備えて「３つの優先事項」を⾃主防災会⻑中⼼に進めていきます 

  

5. 【連絡】今後の⽇程  

次回前林区⻑会：5 ⽉ 8 ⽇（⾦）18：30〜20：30  

 次回星ヶ丘⾃治区定例会：5 ⽉ 10 ⽇（⽇）9：00〜10：30  

 4/15(⽔) 19:00〜：第１回企画部会：前林交流館：奥⼭、藤⽥さん（区⻑、委員⻑）  

 4/17(⾦) 19:00〜：地域会議：前林交流館：⾼瀬さん  

 4/23(⽊) 19:00〜：⼟地利⽤検討会：前林交流館：秋吉さん  

 4/25(⼟) 17:00〜：コミュニティ会議総務会総会：前林交流館：奥⼭、藤⽥さん  

 4/25(⼟) 18:00〜：コミュニティ会議第１回委員会：前林交流館：委員⻑、各委員  

 4/28(⽕) 18:00〜：豊⽥市区⻑会⾃治区運営の⼿引き説明会：前林交流館：秋吉さん  

 5/8 (⾦)  19:00〜：環境委員情報交換会：⾼岡コミュニティーセンター：藤⽥さん  

 5/9 (⼟)  10:30〜：豊⽥市区⻑会定期総会：⽋席  

 5/17(⽇)   6:00〜：記念碑草刈り：奥⼭、⾼瀬さん、秋吉さん  

8:30〜：消防団操法⼤会：⽋席  

 5/20(⽔) 19:00〜：第２回企画部会：奥⼭  

    5/23(⼟)10:00〜：村上忠順翁顕彰会総会：⽋席  

 5/25(⽉) 15:30〜：交通安全推進協議会総会：⾼瀬さん  

 5/29(⾦)   9:30〜：区⻑と⺠⽣児童委員との交流会：前林交流館：奥⼭                 

  6/6(⼟)     9:30〜：ふれあいバス運営協議会総会：⽋席  

  

                                 以上 


